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史
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検
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た
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検
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あ
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す
れ
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わ
れ
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さ
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付
屈
因
書
館
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さ
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た
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慶
長
ガ
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帳
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政
史
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天
正
年
間
の
牟
集
郡
地
方
は
、前
節
で
み
た
如
く
堀
内
氏
の
配

1"
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に
あ
り
た
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同
氏
は
天
正
年
間
に
お
い'て
最
4
活
蹯
.し
、''
.東
は
使
勢
：と.の
国
境
ま
で
.を
領
地 

.

と
し
て
い
る
。
天
芷
十
三
年
の
秀
吉
の
紀
州
征
伐
に
.あ
た
っ
て
.
は
、
是
と
結
ん̂

.
安
堵
を
受
け
、
新
宮
を
根
拠
と
し
て
勢
を
張
っ
た
。

j
そ
れ
故
、
同
年
の
秀
長
に
よ 

る
検
地
は
、
紀
伊1

国
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
砠«
ぽ
め
豸
胄
と
..の
親
和 

§

が
な
け
れ
ば
成
立
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
ぅ
。
：
ど
こ
ろ
が
北
山
地
方
に
ば
堀 

内
氏
の
勢
力
す
ら
及
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
..ら
/
検
地
が
直
ち
に
行
わ
れ 

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
罾
節
で
み
た
様
に
、
天
正
ナ
八
年
の
検
地
帳
が
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の 

地
方
で
最
初
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
事
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る

©.
で
あ
る
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あ
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あ
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。
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〔備考〕 〇印は屋敷地請人。やまめは屋敷地三力 
所も請る。

第一表小森村の請人と石高（天正 1 8年）
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登
録
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と
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だ
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な
ら
し
め
る
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こ
れ
ら
の
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釈
が
成
立
し
な
：い
限
り
、
こ
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表
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.示
ざ
れ
た
石
高
：を
そ
の
請
人
の
持
高
と
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る
：こ
と
吃
で
き
な
，
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U

、
況
ん
や
こ
め
表
が
ら
当
時
の
こ
の
村
の
農
民
層
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熊
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次
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慶
長
六
年
名
検
地
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八
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六
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紀
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郡
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来
办
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滅
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西
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収
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ら
れ
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あ
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。
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あ
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あ
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、
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又
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森
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場
合
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の
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；
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あ
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検
地
帳
か
ら
名
寄
を
作
る
事
に
は
種
々
の
点
で
疑
問
を
抱
か
ざ
る

.

V

 

,
一
を
え
な
い
が
、
後
年
と
比
較
す
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篇
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O M ,  松

さかやのおうし 

五- 郎 う は  

〇小 夫 ニ 郎  

〇道前下人うは 

〇せ ぐ ま  

〇中村下人うは 

(3かんたい.女さふ. 

O 南 お う し  

〇娘 千 代  

〇南 う は  

〇神 主 う は , 

〇わ か 松 う は  

〇花 鶴 う は  

〇四郎衛門うは 

下 尾 井 ノ  W

〔備考〕 〇印は屋敷地請人

第二表小淼村め請人と石高（慶長6年)

請 人 .石' .高’PH 人 石 高  

石
2,41
2.06
0.88
0.86
0.78
0.70
0.59
0.35
0.22
0.17
0.07
0.03
0.01
0.01
0.01
0.26

石
19.28
19.13
18.33
11.98
10.17
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7.97
7,65
6.17
6.05 
4.96
4.91
4.05

2.91 
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o 南 岡 お う

;
:る
が
、
こ
の
様
な
差
異
を
生
ず
る
理
由
の

.

1つ
：と
し
て
、..
天
正
の
小
堀
検
地
が.

自
ら
の
領
地
：に
対
す
る
，も
の
.で
は
な
か
つ
た
の
に
双

.
し
、
慶
長
の
浅
野
検
地
が 

.
自
ら
の
領
地
に
対
し
て
行
七
れ
た
と
言
ケ
領
地
関
係
の
相
違
を
挙
げ
ね
ば
な
ら 

な
ぃ
0
こ
の
こ
と
は
紀
州
の
北
山
地
方
の
.み
に
当
て
は
ま
る
こ
と
で
は
な
く
、 

他
の
い
か
な
る
場
合
に
も
考
慮
せ
ら
る
べ
き
条
件
で

.
あ
ろ
ぅ
。

m

一
 
表
と
比
較
す
る
た
め
請
人
別
の
石
高
を
出
し
て
み
ょ
ぅ
。
こ
の
場
合
田 

.
畑
屋
敷
の
名
請
人
の
す
べ
て
が
独
立
す
る
、
.或
い
は
少
な
く
と
も
独
立
し
つ
つ

,'
;:
ニ
！
斗'1

焼

畠

サ

七

步

.へ
同
寒
升
八
合'
^
^
^

V
.
.
.
.
'
.
'
.
.
.
.

マ
'
.;'
：
-
.
.
'
.
.
.
,
' 

.

.

パ
：
.
:
.へ.
',
.
.:.
'
' 

(

藤
一
一1

郞
' ■

. 

' 

:.よ
ミ,

：
.
.

'

' 

'
.畠

方

合

八

：
町

五

£ -

四
畝
六
歩
，

：

■•
■

、

：

大
豆
.合
八
十
四
.石
-?
¥

九

升

九

合

-
•.
:
一

- 

:

.

:

;
ノ

,,
'

内

-.

右
五
斗
四
升
：四
合
荒：：
.''
-

:

¥
ま
ず
こ
の
記
載
様
式
の
..上
で
©
相

違

は

慶

長

鐘

帳

ち

ば

位

附

、女
量
間
数
、

： 

面

«
の
記
載
を
な
し
、
石
高
を
欠
く
点
に
あ
る。，' 方
も

各

筆

毎
の
右
高
の
載
：
 

を

欠

く
.0.
は
、
こ
の
^

帳̂
が
領
主.
の
手
に
残
さ
れ
允%-
'-
の
で
あ
る
裏
に(

よ
る
。 

若
し
同
年
代
の
-#
側
の
検
地
帳
が
発
見
.さ
れ
れ
ば
そ
の
記
載
様
式
は
天
正
の
も 

の
に
近
い
で
あ
极̂

村
高
比
天
亚
に
比
し
て
四
倍
に
も
増
加
し
て
い
る
。
如 

ち
前
者
と
比
較
す
る
意
味
で
田
畑
屋
敷
別
に
■示
す
と.
、
田
三
町
ニ
反
七
畝
九
歩
、. 

四
十
一
孖
九4
21
:

?!
:

ー5
、
畑
八
町
あ
反
四̂

六
歩
、
八
十
四
石
三
斗
九
升
九
：
 

合
、
麈
敷
ニ
，反
五
畝
十
八
歩
、
三
忍
五
斗
八
升
四
合
で
あ
ヶ
、
伞
均
石
盛
は
田
：
 

約
一
石.
三
斗
、
畑
約
一
石
と
な
る
。
ご
れ
か
ら
、
天
正
検
地
に
比
し

.
て.
の
•増
高 

が
、
前
者
办
や
や
緩
い
検
地
に
対
し
、
後
者
で
は
徹
底
的
な
打

.
ち
出
し
が
行
わ. 

れ
た
結
果
で
あ
る
事
が
判
明
し
よ
ぅ
。
畑
は
と
%■

か
く
、
田
で
は
平
均
石
盛
：は 

増
大
し
て
い
な
い
か
ら
、
石
高
の
増
加
は
検
地
面
積
の
増
加
に
比
例
し
て
い
る
。 

こ
の
様
な
面
積
の
増
加
は
天
正
検
地
以
後
僅
々
十
数
年
の
間
の
新
田
開
発
に
よ 

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
.
か
ら
、

こ
れ
は
全
くi

施
行
程
度
の
強
弱
に
.よ
る
も 

の.
で
あ
ろ
ぅ
。
天
正̂

^
と
慶
長
検
地
と
の
石
高
比
較
は
前
稿
で
示
し
：た
如 

<a
、(

多
い
村
で
は
四
倍
以
上
と
な
って
い
石
。
ホ
^
村
の
■
八
ロ
も^
い
方
で
.あ

あ
る
農
民
の
家
を
単
位
と
し
て
：示

す

も

の

で

な

い

こ

と

は

前

稿

で

も

ふ

れ

て

お

■:
■

あ
る
家
数
は
、
紀
州
の
こ
の
検
地
の
場
合
、

：

屋
敷
地
の
数
と 
一
■
す
る
の
が
通 

い
た
。
即
ち
、M
敷
地
を
有
せ
ざ
る
名
請
人
を
、|
個
の
家
を
形
ぬ
す
る
単
位
ハ
：：

例
で$>
'
る
。
し
か
し
こ
め
村
で
は
屋
敷
地
の
方
が
多
い
。
':
こ
れ
は
こ
のi

帳 

と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
村
の
家
数
を
過
大
に
算
定
ず
る
と
と
と
な
り
、

こ

.
れ

を
'

の
屋
敷
地
が
他
の
検
地
帳
と
異
な
..っ
'
て
末
尾
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
事
か
ら 

何
等.
が
別
個
の.
説
明
で
解
釈
せ
ざ
る
限
り
、
屋
敷
持
名
請
人
と
無
屋
敷
名
請
人
一

 

' 

来
る
の..で
は
あ
る
ま
い
：か
。
先
：に
：示
：し

た

鍾
.
帳
末
尾
ひ
家
数
改
め
内
訳
と
、 

を

同1

の
規
準
で
と
ら
え
る
事
は
：

ir

た
危
険
：で
お
る
。
紀
州
牟
婁
郡
の
場
合
、■

.

.
屋
敷
地
洛
請
人
と
を
比
較
対
照
し
て
み
ょ
ぅ
。
：ま

ず
1
間
め
庄
屋
は
庄
屋
南
で

お
る
^
寺

、

神

、
王

、
：

M
渡
#
多
C
れ
ぞ
れ
明
ら
か
で
、.,
下
人
ニ
間
も
亦
皮
屋
下
人

明
ら.
か
に
他
村
か
ら
の.
入
作
百
姓
を
除
い.
て
、
屋
敷
地
名
請
人
と
、
無

屋

敷

名

： 

請
人
と
：の
比
率
は
：ほ
ぼ
六
対
四
な
の
セ
綠
站
。
、
し
：か
：し
こ
の
比
率
は
村
に
よ

っ 

て
非
常
な
偏
差
を
示
し
、

ー；部
の
論
者
の
言
う
^
く
、
こ
れ
を
も
っ
て
先?1
'
地
‘. 

後
進
地
の
^
!
と
す
る
と
'と.
は
困
難
で
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
。
北
山
地
方c>.
場. 

合
も
、:..
:入
作
関
係
を
除
い
て.、.r

方
で
は
大
俣
村
の
如
く
屋
敷
地
の
名
！
^

五 

十.
三
、
無
屋
馨
請
人
十
ー
：

「

と
い
}
例
が
あ
る
の
：に
対
：し
、'他
方
で
'は
野
ロ
村 

の
如
*

前̂
者
が
十
一
、..
後
者
が
四
十
ど
い
う
全
く
逆
：の
比
例
を
：示
す
村
4
あ

:: 

る
の
で
知
る
。
：
.
：

U

の.
様
な
差
興
が
何
故
生
ず
る
の
が
：に
つ
い
て
は
^
衡
更
に
考 

究
さ
る
べ
き
で'あ
ろ
う
。\
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
少'な
ぐ
も
言
い
得
る
こ
と
：は
、 

屋
敷
槔
の
名
雙
が
庄
倒
的
に
多
い
場
合
は
、

.
：掏

ち

無

屋

敷

蘭

人

が

：殆
ん
ど
：
 

無
視
し
得
る
程
、に
少
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
i

帳
に
お
：け
？)
'
i

関
係
钇
整 

理
し
て
名
寄
帳
を
作
成
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
,

小
森
村
の
場
合
、#;1:1

表
に
見
る
如
く
、
幸
い
に
も
無
屋
敷
^

!
g
Aは
非
常 

に
.少
な
い
。
し
か
も
こ
れ
ら
の̂
:在
屋
太
郞
左
衛S：

は
、
庄
屋
南
上
同
一
と
み 

■ら
れ
、
下
尾
井
ノ
苜
呔
入
作
で
ぁ
る
：か
.ら
、
雜

の

無

昆

敷

名|欠

ば

：さ
か
や
の 

お
う
し
と
五
郎
う
は
の
；一
一
人
に
な
る
0
:残
り
のj:1

十
八
人
が
こ
の
村
の
豸
双
㈣
 

と
し
て
家
を
代
表
す
る
も
の
で
あ

ろ

.

$
0

と
こ
5:
で

讓

■

末
焉
に 

:

紀
州
北
山
地
方
め
：検
地.帳

'.

.

四
鄺
衛
門
，と

•一 .：

一
郎
で
あ
ろ
う
。
九

間

の

う

ば

は

四

郎

左

衛

ば

、
.道
前
下
人 

:

,
う
ば
、-:
:

中
村
下
人
う
ぱ
、
“

南
う
ば
''

神
主
5
ば
、
わ

か

擎

ば

、'..
.
,は
鶴
う
ば(

'■
四
郞
衛S

：

う
ば
と
明
ら
か
に
八
入
を
数
を
得
：る
。
'.
残
ヶ
の
''
.ー
間
は
恐
ら
く
か
ん 

:

た
：い
女
さ
ふ
で
あ
を
ヶ
？
五
間
.
の
お
う
し
は
：一

1

郞
：お
う
し
、'南
岡
お
う
し
、
南 

お
う
し
の
三
人
と
、
小
夫
十
助
、
ー
小
夫
ニ
挪
を
指
す
：の
：で
：は
あ
る
ま
い
か

:°
.結 

一，
局
残
：り
の
南
岡
、
：；中
村
ハ
道
前
、
V
四
郞
左
衛2 :

、
：1

一
郎&
衛
£
、
亀
松
、
せ
ぐ 

.
:ま
、
，
姫
千
代
の
八
人
：の
：内
か
ら
：一:'間
の
あ
り
き
と
五
間
め
亩
姓
が
算
定
さ
れ
る 

.
。
の
で
あ
る
。

こ
こ
：に
ニ
間
の
差
異
を
坐
ず
^
の
は
、
:H
検
地
役
人
の
計
尊
の 

::

誤
り
、
(4
'
南
岡
、
译

村

、
：
道
前
の
内1:人
が
あ
り
ぎ
で
残
り
ー
：
1人
は
姓
で
出. 

.

て..い.

と̂.
こ

ろ

か

ら

西

姓

一
 ̂J.

れ
ゆ
次
に
説
明
す
る

. 一
一

の
内
に
..算
え
ら
れ 

ま
な
：い
場
合
、
肖

：
：：せ
ぐ
ま
、
：
：姫
千
代
が
家
数
改
か
ら
落
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の 

ぐ
-

つ
の
可
能
性
の
内
の
い
ず
れ
か
で
お
石
と
思
わ
れ
る
。
‘

.

.

.
で
は
家
数
改
に
索
さ
れ
た

「

西
姓」

と
は
何
か
。
％

れ
に
.つ
い
て
は
既
に
発 

_

1

|
た
如
く
、.「

役
家
1__

で
あ
り
、
ま
役
を
負
担
す
る
農̂
で
&
る
。
' 

U

 

自
•

出
地
か
ら
期
待
し
う
る
年
貢
負
担i

調
査
で
あ
る
と
ず
れ
ば
、
家
数 

ぐ
改
ば
農
民
か
ぢ
期
待1..
う
る
賦
役
負
担
能
カ
調
查
で
.
あ
る
。
小
森
村
の
.場
合
に 

.

:

- 

V 

:
:
.
,

:

五
：九

.：



一

み

ら

れ

石

如

ぐ

、
、
：
；

@

^

擴

地

帳

宋

尾

：
の

家

靈

が

'>
-

」

め
調
渣
を
目
的->
:
.: ^

る

も

：
： 

'
の
で
あ
っ
た
察
は
明
ら
か.で
あ
る
。:検
地
_と
家
数
改
と
は
必
ず
し4
同
、ー.の過

：. 

:
程
で
'

_
行
せ
從
ば
な
ち0 -

必
然
性
ば
な_

、
、
：
家

数

：
匕

検

地

赙

尊

屋

激

地

の

間

パ 

に

嗇

じ

得

を

響

：両
者
が
同
じ
齋
帳
農
載
备
督
可
能
性
ば

” 

^ :
;
:っ
：
.

、
小

森

村

：

.の
：
場

合

、
-1
百
姓」

：̂
:̂

の
象
で
鉍
る
か
は_

定
^

う
ば
の
如
く
主
家
と
何
等
か
の
隸
属
関
係
を
有
す
：る
者
と

.異
な
り
、
：：養

^
あ 

る
程
度
多V

、

独
立
的
で
あ
る。
‘

ゼ
：さ
て
、
第

/一

 
表
と
第11

表
を
比
較
し
て
何
が
得
ら
れ
る
で
あ
る
及
か
公
名
請
" 

人
で
系
譜
を
た
ど
り
得
る
者
は
齡
屋
南
、
清
水
寺
、

^
&
の
三-
<に
す
ぎ
な
“
。
-'
' 

天
正
1

に
お
い
て
こ
れ
ら
が
ず
ベ
て
屋
敷
地
を
有
し
て
い
な
い
と
い
う
®
長 

儘

の

結
i

て
來
た
関
係
と
全
く
逆
め
関
係
を
我
々
：は
い
か
に
解
釈
ず
べ
き 

か
。

こ.
れ
ら
に
0
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
回
答
を
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
我
 々

の
筆
祭
を
も
う
一
つ
の
村
に
移
そ
う
。

 

.

、

慶
長
検
地
帳
と
比
較
し
う
る^

^

^

の

史

料

ー

は

尾

川

村

^

^

皆

で

あ
 

る
。
:こ
の
史
料
は
後
年.の
：い
.わ
ゆ
る̂

W

帳
で
，&

人
別
に
右
高
を
出
す
だ
め
，
 

.
に
：作
ら
れ
た
も
の
と
議
さ
れ
る。
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廿
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石

四

斗

一

一

：升

四

合

内

;:
:

'
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;

へ
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-
:
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百

1 -

岩

四
^

<

升
ニ
合
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：

_

;
:
て

.
：■_

,.由
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■
方

- 

V
 

へ

：
，
：
'

:

::
:

:
'畠

.

”
、
方
：
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-
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'
-撤
合
1
1ー
右
九
斗
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'
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:
.ヒ
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敷
：
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:

小

森
. #

や
下
尾
井
村
の.篇

帳

に

ヤ
^ ,

し
て
、
：
こ
の
納
帳
が
恐
ら
く
同
年
の 

検
地
帳
を
基
と
し
て
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
ぅ
事
が
推
察
さ
れ
る
。
前
者
と

i

に 

f t
.
畑
の
&

附

を

欠

：ぎ

、
：
所

々

：
に

丈

量

面

積

の

記

載

の

な

，
い

--

1
1:所

、
五

升

：
：
：

」 

1

5
た
：記
載
を
見
る0;
C
 

斗
一
升
一
一 

合
、
田
办
©

盛
ば
反
_

|

石
--
-

斗
^

35
: 

ー：5

ー：1斗
、
.
畑
は
六
斗
乃
至
九
斗
と
な

第
三
表
は
こ
の
納
帳
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

.
：
尾
川
村
の
場
合
は
、
小
森
.

第四表择川村石高別名請人(慶長6年)

石 嵩
名請人 
総 数 厘敷持

天疋検地 
にある者

他村よ 
り入作

10石以上 :9' 8 5 0

10 一- 5 石 18 16 9 0

5 マ 3 石 8 6 3 0

3 - i s 14 7 . 0 , 2

1 石以下 29 15 .へ.::.'1 . 3

訃 78. 52 24 5

第三表尾川村贿別名請人べ天3E18や

石 高 名請人 
総 数 犀敷持

慶長検地 
にある者

他材ょ 
り入作

10石以上 .....1 1 0 0

10—  5 石 9 9 5 0

6 ― 3 泊 9 7 3 0

3 — 1 ^ 23 18 12 2

1 石以下 32 13 4 6

訃 74 48 24 8
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し
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な
点
が
少
な
い
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長
検
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の
潤
連
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な
り
見
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あ
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史
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®
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A
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請
入
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ば
五
十
二
入
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あ
る
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第
四
表
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で
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四
表
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慶
長
検
地
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較
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t
の
村
の
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場
合
も
そ
れ
程
：は
っ
ぎ
り
し
た
結
果
を
生
み
出
し
得
な
か
っ
た
様
で
あ
み
。
：
系

. 

譜
の
上
で
た
ど
り
得
る
者
の
数
が
小
森
村
に
比
す
れ
ば
多
い
と
は
言
ぇ
、
全
体 

か
ら
見
れ
ば
半
分
以
下
に
す
ぎ
な
い
の
で
：あ
る
0.
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レ
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こ
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尾
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場
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森
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3
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数
が
多
い
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森
村
灾
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も
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こ
こ
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ら
か
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他
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の
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作
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書
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を
除
い
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ニ
十
-*
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数
£'
る
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こ
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何 

を
示
ず
も
の
か
に
つ
ヤ
て
は
現
在
種
々
の
說
が
あ
っ
：て
、

:.
:':早
氣
な
解
決
は
因
難 

な
の
で
あ
る
が
：、-'
:
こ
ど
で
は
：地
理
的
に
近
接
す
る
隣
村
.の
長
井
村
の
検
麵
齡
と 

へ
比
較
じ
な
が
ら
考
察
を
加
ぇ
た
い
と
思
ぅ
。
第

五

.
六
表
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両
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の
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長
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地 

ご
帳
0-
集
計..で
あ
る
。
；
こ
：の
表
に
み
る̂

/
、：
.
：両
村
と
も
石
高
の
多
い1者
ほ
ど
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-
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0
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.
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0

き十
への

■
6
後 
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太i

r

わ
M

巧

V
.
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屋

衛

■ 三.

, や .. 

衛 鬥 

ぱ 

千 代  

ば

: うば

ば
助
：か
ば
家
郎
郎
か
し
家
家
吉
吉
門
：郎ぅ

,

な

後 

ぅ
後

I 

う
：

f

ぅ
>
i 
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後

P

助，ち

-

右

52:-.
.ノ左
郎

.
め

>

.
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; 

.
S
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9
V

平

^

'ぅ
山
右
長

'甚
專

■中
は
大
甚
新

.
善
庄
谷
長
一
プ
か

.

'谷：ま
 

0
6 

0
.
'
“

 

〇
.

〇
〇

 

0

1

こo

〔備考〕 o 印屋敷地請人。* 印ほ尾川村検地帳にも 

各られる。**印は尾川村*からの入作人と思われるも

の。

屋
敷
地
を
有
す
る
比
率
が
高
い
が、
：
' 尾
川
村
の
五
左
衛
門
、

(

長
井
村
の
新11:

郎
.，
 

の
如
く
十
石
以
上
を
有
し
な
が
ら
屋̂

^
を
有
さ
ぬ
者
も
あ
る
。"こ
れ
ら
無
屋
：
 

敷
登
録
人
の.
内
に
は
明
ら
か
に
隣
村
.
の
長
弗
、
尾
川
、
粉
所
等
の
肩
書
き
を
附 

す
入
作
百
姓
が
ぁ
り
、

〖

表

に

は
*
印
を
跗
U
て
い
る
。
長
井
村
に
は
他
村
か
ら
. 

.
の
入.
作
が
多
く
、
三
十
四
人
を
数
え
る
が
、
そ
の
内
尾
川
衬
ょ
グ
の
入
作
三
十
人 

の
签
則
1
殆
ん
ど
尾
川
村
篇
帳
に
み
ら
れ
、1.
-

か

も

右

高

办

爹

い

屋

敷

地

登
 

録
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
事
に
気
付
く
。
検

地

帳

の

村

名

肩

書

は

と

の

場

合

'

紀
汛
北
山
地
方
め
検
地
帳

-

入
作
関
係
を
沃
す
も
の
で
あ
る
事
が
確
認
さ
れ
る
の
セ
あ
る
。
た
だ
、
同
じ
名
：
 

#
で
あ
り
な
が
^
、
：：或
る
場
合
：に
は1
<作
関
鄉
を
示
す
村
名
を
附'1
;
、
或
る
® 

合
に
は
附
さ
ぬ
者
も
か
な
り#-
:<
み
ら
れ
る
。

こ
れ
は
同
名
の
者
が
そ0
村
に 

:
い
る
か
、：

又
は
太
作
関
係
の|3
';載
を
省
略
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
判 

定
は
検
地
帳
：の
み
し
.
か
与
え
ら
れ
免
い.
な

い

現

馨

しV

困
難
で
：あ
る
が
、

こ 

,
こ
で
は
次
の
如
ぎ
理
由
か.̂
:
後
考
の
判
断
を
下.
し
た
い
。
即
ち
、
㈠

®

の. 

i'
:
的
社
、

「

少
だ
<'
:
と
も
こ
6
段
階「

で
ぬ
村
高
を
定
め
、
個
々
ー
の
百
姓
の
持
高
を

,

■
. 

'ゾ
六
三
べ
|ー-
五
：七
}

-

.



宠
め
る
も
の
で
は
众
か
っ
た
か
ら
、
必
ず
し
も
入
作
関
係
を
明
記
せ
ね
ば
な
ら 

,
ぬ
必
@

に
欠
け
る
事
。㈡

ご
.れ
を
若
し
同
名
異
人
と
す
れ
ば
そ
の
数
が
か 

::な
0:
:
;
多

^

^

る

事
':
':
'
5鉍

上

：
の
，

^

理
由
で
お
る_

* ;
:に̂

^

ー
. «
:

の
ー
如
ぐ
両" 

村
に
名
を
有
し
、
別
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
な
い
で
は
な
い

0.
こ
れ
- 

ぐ
：
 

が
別
人
,

 
る
：ど
ず
れ
■

莨

晋

検

地

帳

壽
 

■

讓

際
_

川
_

:

 

#

ケ
&:

る
睜
は
出
も
$

、
^

デ
で
だ1>-
:

場

合

と

救

が

す

：べ

：で

蔓

井

村

の

：
舊

^
 

郞
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
は
確
か
.に
存
在
す
る
と
い
え
よ 

う
。
し
か
し
こ
の
様
な
例
外
は
廣
少
で
あ
る
か
ら
前
述
の
推
測
の
妨
げ
と
は
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

.

.

.

.

.
V
さ
て
、
明
ら
か
に
入#
の
#
名
を
附
す
場
合
は
解
決
さ
れた
と
し
て
、
残
り 

'
;
0何
も
手
が
か
り
の
：な
い
無
屋
敷
登
録
入
に
つ
：い
.て
検
討
し
よ
^
。
::
:
:
:
た
汔
え
ば
ニ
：
 

長

井

村

与
.-
-
*郞0

場合、：
攝
帳
に
屋
寬
を
有
す

‘P

名
の
.渚
が
存(： 

在
ず
る
。
長
太
郞
、

一

一
郎
う
ば
、̂

^
ば
、
九
助
等
.に
つ
い
て
%-
同
様
で
'あ
る
0 

.

'■
ご
れ
は
前
の
場
合
に
て
ら
し
で
？
入
作,

を
記
す
べ
き
と
こ
'ろ
を
略
し
て
い 

..
-
.る
も
の
と
象
え
ら
れ^ :
へ

需

村

鐘

帳

か

ら
-%
同
様
に
三
.郞
、
：満
寿
幸
2
1
. 

人
が
長
井
村
か
ら
の

t<

作
と
し
：て
算
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
この
^
に表
で

*
* 

で
17K
し
た
者
ぱ
明
ら
が
に
他
村
か
ら
の.ル
作
関
係
^
あ
る
者
で
、
村
名
の
記
載
 ゝ

.が
略
さ
れ
て
い
る
も
の.と
み
ら
れ
る
。
即
ち
、
長
井
村
の
無
屋
敷
登
録
人
十 ̂

'人
中
、
五
人
が
尾
川
村
か
ら
の
入
作
、
ベ

村

の.場
合
一
：
一

十

一

人

中

二

•

人
¥
長 

井
村
か
ら
の
入
作
者
で
あ
る
事
が
判
明
し
た
。
こ
の
様
に
両
村
相
瓦
間
の

.入
作
： 

関
係
が
存
在
す
る
域
上
、
：こ.れ

误

外

の

近

爵
'と
の
1
<作
関
保
も
同
時
に
存
在_
,
_ 

し
得
る
わ
け
で
あ
る0

.

-
 

. 

:

.

'

い
：
..I.ク

，：

■
士 

.

■
.:.

:

.
ノ

ン
:

六
四
へ

(

一-*
五
八)

.
'

,
.

こ
の
様
な
^
実
は
、.初
期
儘
帳
の
無
屋
激
登
録
人.の
内
容
を
、
一
義
的
に
，
 

た

お

民
光
駄
る
ど：

い
.う
^

^
|

決
定
1>
得
な
い
有
カ
な
証 

.紙
と
_
%-
_

ぞ
ヶ
|
«っ
：：だ

隸

属

関

係

に

知

ふ

者

§:潘
夜
を
.金
く
否
定
は
で 

:
臭

な

.い■

ぞ
の
®

:
は
#
純
货
ば
：な
;<
-:
、(

種
.々

の
理
由
が
複
合
ざ
：れ
て
成
ヶ 

立
っ
て
い
る
も
の
と
^
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
初
期
^

^
帳
を
取
り
'扱
う
際
、

:/
'
« t

能
な
限
り
、
；

)

：

のむのと対照せねばな

^
>
ぬ
事(

無
屋
敷
登
録
人
の 

.:
;
:
內
容
む
'o
ls
r c
-.
o

f

一,
^ -
<
vう
？
初
期
検
地
帳
：に
み
ら
れ
石
この
様
な
#
徴
ば
、.

結
#
そ

の

^

^

の

自 

.'
':晚
か

：ら

規

定

さ

れ

る

も

©:
で
あ
り
、#
農
民
の
持
高
を
明
確
に
す
る
.と
言
う
調 

查
目
的
が
入
っ
て
来

な

い段
階

で

，は
、

検

地

帳

の

登

録

人

を

^

！
?
に
確
定
す
る 

へ
*
主
側
の
必
要
性
は
薄
か.っ'た
0
で
ぁ
る
。
-:
'
:
:
.

.

(

法
：一：

I
o

n

そ
へ
の
，
理

由

^

つ̂
 ̂

と
本
百
姓 

身
分
の
'
形
成
4
第
一
：節
参
照。

- 

^

,'
.
'

〈

注
§ -「

.
前
掲
拙
槁
- 1
領
主
の
檢
地
帳
と
村
の
検
地
帳1-
参

照
.0;

1
、

(
注
四〕

.r

近
世
初
期
.の
檢
地
と
本
百
姓
身
分
：の
形
成

」

所
収
第
•五
表
を
み
ょ
。

.'

.(
f

-

'前

掲

論

文
- ^

照
。

. :

.

'
;

:

•

■'
.

:
'
C

注
#

同
方
所
収
第
一1表
- #

照
。

'

:
■

(

注
七)
同
右
論
文
、
及
次
未
発
表
論
文
：

「

近
世
初
期
の
人
別
.改
と
役
家
に
つ

V
. 

.

.
'
.
X'
.
.て
.
.

J 

'
 

へ

,:
'

' 

\

/■C

法
八)

，
検
地
役
人
は
尾
川
村
と
同
じ
く
和
田
五
郎
左
衛
門
で
あ
る
か
ら
検
地
：

、

帳
記
載
に
あ
た
つ
て
の
検
地
役
人
の

.
如
何
に
：ょ
る
差
異
は
な
い
。

V 

- 

V

•

:

H 

. 

.

.

•
■

.

.

-

-
.

.

.

:

■ 

. 

- 

. 

'.
.
■-
.
.

-

結

局

こ

れ

ら

の

村

の

天

正

趣

帳

と

、
慶
長̂

帳̂
を
比
較
す
を
事
は
、
予

，
 

期
ル
た
如
‘き
結
果
を
生
ま
な
が
つ
た

'。
そ
れ
は
、
両
度
の®

帳
を
作
成
し
た. 

規
準
が
余
り
に
違
い
す
ぎ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、

.
天

正

趣

帳

は.
r.
 土
：. 

豪
勢
カ
の
強
く
残
り
、：
し
か
も
良
己£0
領
地
で
は
な
'1
>:北
山
地
方
に
対
し
て
施
へ 

行
さ
れ
た
^

^
で
あ.
ゥ
、
多
分
に
±-
豪
勢
カ
と.
の
妥
協
を
残
し
て
い.る
。
M

.

 

と
言
っ
て
^

地̂
帳
の
記
載
加
-̂
判
断
す
る
限
り
：

1.

筆

—-
筆
の
；丈
量
が
行
わ
.れ 

た
か
否
が
冰
疑
問
で
あ
夂
倉
思̂

或
ビ
は
！

£3 红

を
得
^

^
和
ら
残
さ
れ
，
 

た
丑
地
が
非
幣
に
多
：か
.
？
た
？
文,

€>
&
.

に
も
疑
問
の
务
地
を#-
^
^
し 

て
い
る
。
：>-.

|れ
ら

は
-
つ
^
汰
£:の
#

^
<0
社
会
的
、
薇
済
；§
_

性
に
も
於 

'る
が
、-
何
よ
り
、'',
そ

の

撞

施

行

者

と

村^J.

の
関
係
か
ら
規
定
さ
れK
も
の
'で 

あ
ろ
ぅ
。.
た
だ
こ
の
場
合
後
年
活
躍
す
る
小
掘
.新
助
の
名
が
見
出
さ
れ
る
事
は 

注
目
さ
れ
て
よ
：い
し
、
ニ
又
こ
の
検
地
そ
れ
茴
体
0
意
義
を_

視

す

；
る

_
こ
：
と
：
は

. 

:%
•
と
よ
り
ヤ
き
な
い
。
：な
れ
に
対
し
て
慶
長
検
地
ば
、
：
既
に
各
地
の

^

^

«

^

: 

と
^
て
ュ
太
閤
難
の
実
際
的
な
施
行
者
で
多
っ
た
浅
野
氏
が
、
自
氐
の
領
地
，：
 

に
対
し
て
行
っ
た
も
の
で
ぁ
：？
て
、
\
そ
の
経
驗
と
直
狻
吃
利
害
隨
係
が
：ら
、
ょ
；
：

:郝
州
北
山
地
：方
め
検
地
帔

り
徹
底
し
た
、：
よ
り
合
理
的
な
調
查
で
あ
.っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る0 
.し
か
も
こ 

-

の
時Q

検
地
ば
、：.家
^

:
を
伴
っ
本
行
わ
れ
て1い
る
め
：で
、
農
民
が
と
れ
か
ら 

逃
れ
^
余
地
は
殆
ん
.ど
な
が
,マ
た
.の
で
は
あ
^
ま
.い
か
。
，
そ
れ
故
に
こ
そ
、
石 

'.
高
に
.お
.
い

，
て

村

^

ょ は
ニ
倍
三
倍
の
打
ち
出
し
が
可
能
で
あ
っ
た
し
、
こ 

:
•の
時
を
以
っ
てこ

の
地
域
が
近
世
的
な
封
建
体
制
の
内
に
組
み
込
ま
れ
た
：と
し 

..
:て
よ
.い
，？
 

\

.

.

北
山
地
方
の.土
豪
達
が「

こ
れ
は
対
し
て
：い
が
な
る
対
応
を
示
し
た
.か
は
興
味 

ー
深
；
い

問

題

で

あ

；
る

。

「

慶

長

十.九

年

に

生

：
じ

た

北

山

：
：
ー

揆

と

の

麗

は

当

然

考

え

.

ら

れ

る

し

、

又

研

究

さ

れ

ね

.ば

な

ら

ぬ

課

題

セ

お

ろ

：グ

。

_

で

取

り

扱

つ

た
 

.

小

森
' >
:
下

尾

井

、
：

.嵐

川

の

ー11:
1̂

1̂
:

こ
.
の

ヤ

睽

成

敗

ぃ

の

村

数

中

に

入

カ

X

W

 

:

1>
が
^

夺

の

間

題

を

取

り

扱

ぅ

た

：
め

に

は

、

:-

考

察

0

範

囲

を

：更

に

拡

げ

ね

ば

な
 

ら

な

い

の

で

、

次

の

機

会

に

ま

と

め

て

取

り

上

げ

る

事

と

し

よ

ぅ

。

本

稿

は

そ
 

の

前

提

と

し

て.
の

讓

以

上

に

出

る.
も

の

で
.
は

な

い
。

■

.
•
-
•
.
' 

^
 

•
 

• 

J 

ぃ

.

.
、

-
,
.' 

'.

(

注

--
-
'

v> 
.『

浅
野
家
文
：書
1:突
日
本
古
文
廣
家
わ
げ
第--
-
-
ぺ
八
：—-
丨

~1
頁
所
収 

:

め
无
：正.
十
八
年
秀
吉
朱
印
狀
は
、
.
浅
野
，弾
花
少
麵
を
奉
行
と
し
：て
出
羽
奥
州 

.:

へ
の
棱
地
を.
施
行
せ
1
め
：
た

推

を

示

を

:;
:
:
ー:
ハ 

.

:( 注
：：

5
:
'-
同

：
書

、

：
'—
*
:五-
三
頁
以
：下
所
取
の
ノ
：

「

紀
伊
国
1
揆
賴
成
敗
之
村
数

」

.
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五
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